
1CO2を固定化し収⽀をマイナスにするコンクリートを⽤いた埋設型枠の試⾏⼯事概要

試⾏⼯事：令和３−４年度 ⽇下川新規放⽔路管理道整備⼯事 ⼯事延⻑L=274m

＜⼯事概要＞

本⼯事は、⽇下川新規
放⽔路の「作業坑」部
を「管理⽤通路」とし
て整備する⼯事である。

本⼯事の施⼯にあたり、
CO2を固定化し収⽀
をマイナスにするコン
クリートを⽤いた埋
設型枠を⼀部で使⽤す
る。

⼯事範囲
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作業坑
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※⽇下川新規放⽔路
平成26年8⽉の台⾵12号による甚⼤な被害を契機とし、同規模の洪⽔に対して床上浸⽔被害を
発⽣させないことを⽬的として、⾼知県⽇⾼村及びいの町において整備している放⽔路。

⽇下川新規放⽔路 L=5,330m



【試行工事の内容】
現状の作業坑を管理用通路として整備するために、コンクリートを充填
→その際、使用する型枠（側面）に、CO2を固定化し収支をマイナスにするコンクリートを
用いた埋設型枠を使用

従来工法（木製型枠）

CO2を固定化し収⽀をマイナスにするコ
ンクリートを⽤いた埋設型枠施⼯箇所
⾼さ約3.6ｍ×延⻑約12ｍ×2⾯

（予定数量）
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